




















































































































































人 時間的対象 情意面 モニタリング コントロール












































































 計 69 名
＜生活発表会＞
　 　年少児（３歳児クラス）４歳０ヶ月から４歳 10 ヶ月
まで平均年齢４歳７ヶ月 13 名
　 　年中児（４歳児クラス）４歳 11 ヶ月から５歳 10 ヶ
月まで平均年齢５才 10 ヶ月 27 名
　 　年長児（５歳児クラス）５歳 10 ヶ月から６歳 10 ヶ
月まで平均年齢６歳４ヶ月 28 名






































① 　運動会（201X 年 10 月 10 日）については、３・４・




































































































































































Ａ１ 課題の提示 メタ認知を働かせる場面を作る。 「頑張ったことは何かな？」「困ったことは何かな？」
Ａ２ 課題の焦点化 メタ認知を働かせようと促す。 「何が楽しかったの？」「なぜ、困っていたの？」
Ａ３ 方略の焦点化 メタ認知（方略）を意識させる。 「どうやってできたの？」「なぜ失敗したのかな？」
Ａ４ 自己評価の促進 自己を対象化して自己評価を促す。 「難しかったかな？」「分かった？」
Ａ５ 自己変容の自覚化 学びの自覚へと促す。 「前からできていたの？」「初めはどうだったの？」
Ａ６ 見通しへの促し メタ認知（コントロール）を促す。 「だから、次はどうしていくの？」








































































３歳児 15（8.0）＊ 0（-2.5） 0（-1.7） 0（-2.1） 0（-2.2） 10（6.1）＊ 5（1.4） 0（-1.6） 0（-2.5） 0（-2.7）
n＝15 100% 0% 0% 0% 0% 66.7% 33.3% 0% 0% 0%
４歳児 1（-3.0） 13（3.8）＊ 3（-.3 ） 7（1.3） 2（-2.0） 1（-2.1） 8（1.7） 4（.8 ） 10（2.1）＊ 3（-2.3）
n＝26 3.8% 50% 11.5% 26.9% 7.7% 3.8% 30.8% 15.4% 38.5% 11.5%
５歳児 0（-3.8） 4（-1.6） 6（-1.7） 6（.5） 12（3.9）＊ 0（-3.0） 1（-2.9） 4（.6） 7（.1） 16（4.5）＊ 




































３歳児 0（-.5） 8（1.9）＊ 5（1.6） 0（-.9） 0（-2.7） 0（-.7） 6（3.9）＊ 4（.3） 3（2.0）＊ 0（-3.8） 0（-.7）
n＝13 0.0% 61.5% 38.5% 0% 0% 0% 46.2% 30.8% 23.10% 0% 0%
４歳児 1（1.2） 18（3.9）＊ 4（-1.2 ） 0（-1.4 ） 4（-2.3） 0（-1.2） 3（-.4） 9（.8） 2（-.3 ） 13（.1） 0（-1.2）
n＝27 1.2% 66.7% 14.8% 0% 14.8% 0% 11.1% 33.3% 7.4% 48.1% 0%
５歳児 0（-.8） 0（-5.4） 6（-.1） 3（2.1） 17（4.5）＊ 2（1.7） 0（-2.7） 6（-1.0） 1（-1.3） 19（2.9）＊ 2（1.7）





















































































Ｔ１：（メダルを見せながら）これはいつもらったのかな？ ＜ A １：課題の提示＞
Ｃ１：運動会のとき！　　　　　　　　　　　
Ｔ２：運動会でよくがんばりましたねってもらったね。 ＜ A １：課題の提示＞
Ｃ２：ママにもらった。 （情意面の表出（１））















































Ｔ２：上手にって？ ＜ A ３：方略の焦点化＞












































































他児：叩いてどうだったの？ ＜他児 A ４：自己評価の促進＞
Ｃ２：嬉しかった。 （自己評価（４））
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Metacognitive Seedlings in Early Childhood
: Consideration on “Reflection” Activity Through Dialogue with 
Kindergarten Teachers 
Tomoko Ota
Osaka University of Comprehensive Children Education Graduate School
　In this study we conducted a “reflection” activity about the sports festival and the life recital for 
the kindergarten (3・4・5 years old) children. We evaluated the episodes using the expression of meta 
cognition “code” (proposal) and we found the following three points from the quantitative analysis. 
First is the developmental characteristics of metacognition at the sports festival and the life recital, 
the second is the changes in metacognitive code through dialogue with kindergarten teacher, and the 
third is the differences in meta cognition due to activities. In addition, the qualitative analysis was 
conducted from the focal episodes and we discussed the importance of dialogue with the kindergarten 
teacher and the characteristics of metaphysical seedlings in early childhood from the viewpoint of 
“awareness of learning”.
Key words：metacognition in early childhood, “reflection” activity, expression of metacognition “code”, 
dialogue with kindergarten teacher “awareness of learning”

